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平成24年度の研究内容とその成果

　平成24年度は、平成22年度から平成23年
度（詳細は各年度のスポーツを科学するを
参照）にかけて私が作成した「ハンマー投
げ動作イメージング装置」を用いて研究を
行いました。
　ハンマー投げは、3から4回のターン動
作（今回は4回ターンの選手を対象としま
した）を行った後、7.26kg（男子）ある
いは4kg（女子）の鉄球を投射し飛距離
を競う種目です。１つのターン動作は、両
足を地面につけている局面と片足のみを地
面につけている局面から成り立っており、
この２つの局面を交互に行いながら、3
から4回のターン動作をします。しかし、
ターン動作を素早く行いながら、7.26kg
（あるいは4kg）もある重量物を出来るだ
け高速で動かし、バランスを崩さずにハン
マーを遠くに飛ばすための力を獲得しよう
としているわけですから、この際の力がど
れくらい出ているのか非常に興味がわくと
ころです。そこで今回は、まず「ハンマー
投げのターン動作中に、男女選手でいった
いどのくらいの力（本研究ではハンマーの

ワイヤーに加わった張力を測定していま
す）が発揮されているのか」、次に「発揮
された力の出現パターン（ターンを重ねる
毎の力の出方）は男女で相違するのか」こ
の２つを明らかにしようと思いました。
　研究の結果、「ハンマー投げのターン動
作中に、男女選手でいったいどのくらいの
力が発揮されているのか」については、日
本の一流男子ハンマー投げ選手数名（測
定時飛距離：62 ～ 66m）を測定してみ
ると、投射時に2500 ～ 2600N(ニュート
ン)、kgに換算すると約250 ~ 260kgの力
が加わっていたことが明らかとなりまし
た。また女子においては、大学トップレベ
ルの選手数名（測定時飛距離：49 ~ 52m）
を測定してみると、投射時に1200N（約
120kg）前後の力を出していることが明ら
かとなりました。次に「発揮された力の出
現パターンは男女で相違するのか」につい
て見てみると、男子選手は、4回転目まで
ターンの回数を重ねる毎に、直前のターン
よりもワイヤー張力の増加する値を大きく
していましたが、女子選手では、2回転目
までのワイヤー張力は直前のターンよりも
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　　□陸上競技における効果的な技術指導に関する研究
　　□陸上競技に必要な体力トレーニング方法に関する研究



増加する値が大きくなっていましたが、3
回転目以降は2回転目まで観られた傾向は
示さず、その増え幅は小さくなる傾向でし
た。これは、男女によるハンマー重量と身
体的特質とが関連していると思われ、今後
検討すべき課題であると考えました。

これからの研究の展望

　平成24年度の研究では、これまでに作成
した装置を用いて男女ハンマー投げ選手の
ハンマー投げターン動作時に加わる力を測
定しました。今後は、ターン動作時の映像
と各ターン時の力の測定、さらには音の出
力を同期させることで、選手にターン動作
における感覚イメージをフィードバックで
きるようにしていきたいと考えています。
多くの選手に利活用してもらうことで、競
技力向上に役立つ装置へと更に改良を進め
ていきたいものです。


